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　この度，第55回日本リンパ網内系学会総会を2015年
7 月 9 日～11日，谷本光音教授が会長として，岡山コ
ンベンションセンターで，第25回日本樹状細胞研究会
（高橋聖之会長）と第18回日本血液病埋研究会（吉野
正会長）との合同開催いたしました．本学会は昭和36
年の第 1 回日本網内系学会から続く伝統ある学会であ
り，これまで数々の栄えある研究業績を残してきまし
た．岡山では過去に岡山大学第二内科教授の木村郁郎
先生（第29回），岡山大学第二病理学教授の赤木忠厚先
生（第42回）に次いで13年ぶり 3 回目の開催でありま
す．
　本総会では，「病態解明と治療戦略の新たな風
（Emerging trends in treatment strategy and pathologic 
clarification of lymphoma）」をテーマに最近のリンパ
腫領域における進歩を取り上げました．
　近年，リンパ腫の発症に関わる遺伝子変異を網羅的
に解析する手法により，最大病型のびまん性大細胞型
Ｂ細胞リンパ腫（DLBCL）からＴ細胞性リンパ腫など
の亜型にも解析が進み，従来では知られていなかった
遺伝子の異常が明らかにされつつあります．また，リ
ンパ腫細胞そのものに加え疾患発症の背景となる炎
症，組織環境の影響もしだいに明らかになってきてお
り，自己への不適切な免疫反応や過剰な炎症反応を制
御する「免疫チェックポイント」が，がんの免疫逃避
機構に利用されていることがわかってきました．病態
の解明が進むにつれ，治療における新たな戦略が展開
されています．
　学会前日のサテライトセミナー（Prof. Steven H. 
Swerdlow，座長：飛内賢正先生）を皮切りに，学会中は
シンポジウムⅠ「Further Refinements in the Recognition 
and Management of Malignant Lymphomas」（座長：
飛内賢正先生・吉野正先生），シンポジウムⅡ「悪性リ
ンパ腫における腫瘍免疫」（座長：瀬戸加大先生・伊豆
岡山医学会雑誌　第128巻　April 2016, pp. 67-68 学 会 報 告
第55回日本リンパ網内系学会総会報告
The 55th Annual Meeting of the Japanese Society for Lymphoreticular Tissue Research
会長　谷 本 光 音（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　血液・腫瘍・呼吸器内科学）
Mitsune Tanimoto （Department of Hematology, Oncology and Respiratory Medicine, Okayama University Graduate School of Medicine,  
Dentistry and Pharmaceutical Sciences）
学会ポスター
会長挨拶 Cheson 先生 Swerdlow 先生
68
津宏二先生），シンポジウムⅢ「DLBCL～病態を基に
した治療の新たな風」（座長：木下朝博先生・中村栄男
先生）を開催しました．いずれのシンポジウムも世界
的に活躍されている先生をお迎えし充実した発表と討
議が行われました．また，合同特別講演「自然リンパ
球と炎症」（小安重夫先生，座長：高橋聖之先生）に加
え，教育講演や教育シンポジウムでは若手からエキス
パートの先生まで広く参加いただき熱心な討議が行わ
れました．
　最終的に本総会では研修医，医学部学生のためのポ
スターセッションを含めると116演題，参加者は500名
を超え過去最大の規模と，大変な盛り上がりとなりま
した．これも，御協力いただいた先生方，医局員，秘
書，技術員，関連病院と共催企業の皆様のお陰と深く
感謝申し上げます．
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